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　収入の部

摘要２００７年度 決算2007年度 予算２００８年度予算

前年度より繰越金

1,546,126

1,546,126

2,373,374

総会会場カンパ＋α＋資料代145,019100,000

年会費２０００×60１    （400） 　        *11,202,000800,0001,400,000

年会員 及び多くの方からの個人カンパ1,905,9941,550,000

全国行脚・各地での集会等 　    　      *2 1,135,964300,000

ワンデーアクションカンパ         135,2900

意見広告活動基金からの預かり金     *3527,4840

多摩教組より多摩中事件経費補填06年度分

240,000300,000

雑収入(利子他）              1,7181,0002,000

支える会からの繰越金

34,7460

　　　　　　　　　　計

6,874,341

4,197,126

6,175,374

*1 登録会員はお陰様で740を超え大幅増ですが今年度の会費納入は６０１人でした。

*2 河原井＆根津さんをはじめ各地での様々な取り組みにより大幅増となりました。

　　　次年度にも裁判は続きます。その費用はカンパにかかっています。よろしくお願いします。

*3 お礼と報告・ニュースの発送と事務作業費等約25万円が含まれています。

*その他ビラ等の印刷では教組にお世話になりました。

　支出の部

摘要２００7年度 決算2007年度 予算２００８年度予算

会議・会場費37,30040,00040,000

通信発行7回                    　　　　　   *1676,099500,000800,000

郵便振替手数料49,14017,00050,000

文具・事務費                      　　　　　 *2200,07240,000100,000

弁護士費用2,730,0002,700,0002,750,000

裁判関係事務費                 　　　　　  *3646,475150,000800,000

予備費(裁判関係＋賛同金等+次年度費用）　161,881750,1261,635,374

ワンデーアクション費用　　　　　　　　　　*4

　　　　　　計

4,500,967

4,197,126

6,175,374

　　　　　　残

2,373,374

00

*1 ニュースは８回１６号まで発行しましたが支払いが済んでいないので７回分計上しました。

　　　　通信発行費用はメール代＋封筒代＋用紙代＋シール代等です。

*2 ハンドマイク購入費としてカンパされました。ビラは活動が増え、量も回数も増大しました。

*3 証人陳述書の追加や新しい裁判のための費用等で大幅に超過しました。予備費から支出。

*4 ワンデーアクションにかかった費用はTシャツ基金から出しました。

　　　従ってここに計上されてはいませんが10万円を超えています。

               以上の通り報告いたします。　　　　　　　　　　　　会計　　       斎藤義子

上記の通り相違ないことを認めます。　　　会計監査　　 金子恵子

2008年6月5日

　　解雇させない会  '０７年度決算報告＆’０８年度予算案　　　　　

金額

2,000,000

金額

               河原井さん根津さんらの「君が代」解雇をさせない会：会報
  河原井さん・根津さんらの　「君が代」解雇をさせない会ニュース

　　　　NO17 　発行：2008年7月28日　

連絡先：〒186-00041東京都国立市北１－１－６　コーポ翠１階
多摩島嶼地区教職員組合（略称：多摩教組）TEL 042-571-2921　Fax 042- 574-3093

     郵便振込口座：00110-4-279595河原井さん根津さんらの「君が代」解雇をさせない会
 　　　　　　　　　　　      http://www.din.or.jp/~okidentt/nezusan.htm　
　       http://homepage2.nifty.com/kaikosasenaikai/
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　　裁判官は都教委の代理人？がごときの多摩中地裁不当判決
　多摩中に転任した初年度の200１年2月、3年生を対象に行った家庭科の授業をきっかけに、私は1年間に亘る攻撃を受け、2002年3月、授業観察後の協議会への出席を求めた職務命令に違反したとして減給3ヶ月の処分を受けました。都教委に対しては処分撤回を、指導力不足等教員にでっち上げようとしたことに対しては多摩市・前島校長･東京都に慰謝料を求めた本件裁判は、人事委員会審理から数えて6年、地裁から数えても4年の月日が流れ、2008年7月16日、判決を迎えました。

　この間に2003年10月23日に卒業式・入学式での「日の丸・君が代」の徹底を求める「10・23通達」と、同年9月に「校長の人事構想」に合わない教員は「1年で異動可」とした人事異動要綱が出されました。攻撃のあった当時は、突然の攻撃の展開に向き合うのが精一杯で、攻撃が従軍慰安婦の授業に向けられたものか、従軍慰安婦の授業にかこつけてされているのか、はっきりわかりませんでした。しかし、今はっきりわかります、多摩中での攻撃は、国立二小や国立五小での攻撃と同様、小中学校のもの言う教員をピンポイントで排除する目的を持って意識的に行われたことが…。都立学校の教員たちを一気に黙らせようとして行った10・23通達の前段として、位置していたのだと思います。

本件攻撃の経緯

従軍慰安婦の授業に対する苦情→「根津は嘘によって子どもを傷つけた」→生徒の不信を煽り、授業
観察→指導力不足等教員申請→方針を変え、職務命令違反で「減給3ヶ月」

01･2･27　ＰＴＡ運営委員会で3年生家庭科の授業に対する苦情（・教科書を使わない　・慰安婦や同性愛の授業は問題）があったと校長から呼び出される。「従軍慰安婦の授業は学習指導要領逸脱」と校長。校長は生徒にも同趣旨の話をした。

3･7　 教育長が吉田市議に「何とか指導力不足に持っていきたい。現場から外すことが多摩に引き受けた大きな目的であり、今そのチャンスをねらっている」という趣旨の話をした。

3･15　市教委、突然２Ｃの授業観察。この頃、市教委に「苦情」が電話で2本届き、教育長自ら「授業観察を指示した」。

　　「根津先生が辞めさせられる？」と心配した２Ｃ生徒たちが校長室に質問に行った（このことが後に校長から逆利用される）。

4･24　市教委から事情聴取の呼び出し。５･2、5･9、5･23、と事情聴取が続く。私の周りの人たちが校長･市教委に対して動いてくださった。

6･22　根津糾弾と学校＝校長見解（「根津は保身のために子どもを利用し、嘘によって傷つけた」）を周知させるための、緊急保護者会開催。ＰＴＡから決議（「多摩中」と書いたビラをまかない、など）が挙がる。

7･2　 旧２Ｃ保護者会。私は出席を申し出たが、排除される。翌日「質問･要望」を校長より渡される。学習指導要領に沿っているかどうか素人にはわからないので、校長･教頭はもちろん、教育委員会に授業参観していただきたい」「3年3学期の授業、昨年度の内容は『やらない』という確認をとらせていただきたい」などの内容。

7･6～授業観察開始。年間指導計画の書き直し、週案、授業案の提出を求める職務命令が連日出される。授業観察は指導力不足等教員の申請が完了するまで行われた。授業観察後に「協議会」への出席を求める職務命令（このうちの3回が処分対象とされた）

9･27　校長からの申請を受け、市教委は都教委に根津・指導力不足等教員の申請をした。

10･2　都教委が根津を呼び、「弁明の機会」を開催。10･4、10･22、11･2と続く。10･４には「職務命令違反は 関係ない」（新井課長）と言っていたことが、10･22の「弁明の機会」では、年間指導計画や指導案不提出に力点が変わり、11･2のそれでは、「職務命令違反を問う」方針に転換した。

10　  この頃から「職務命令違反について都教委に指導を仰ぎ、精査を行い」、1月下旬に服務事故･職務命令違反を決めた（市教委室長）

02･2･18及び2･21　市教委及び都教委から事情聴取に呼び出される。事実上事情聴取は拒否された。

3･25　「指導力不足等教員と決定しない」通知を校長より受ける（3･22付け）。

3･27　9･4～6の協議会への出席を求めた職務命令に違反したとして、減給3ヶ月被処分。

　裁判での被告の証言

▼前島校長は「苦情が寄せられた」という根津の授業について、知ろうとはしなかった。証人尋問で根津が「その授業でどういう教材を使ったか」「従軍慰安婦をどういう観点から取り上げたのか」と聞かれて、「わかりません」。「授業で使ったビデオを見ましたか」には「見ておりません」。これで私を指導できるはずはなく、その気がなかったことの証左である。市教委の指導の下、根津処分のためにだけ動き、指導力不足等教員の申請が完了すると、一切私の授業を観察することはなく、「保護者の心配は解消したのですか」と聞いた私に、「私の仕事は済んだ」と正直にも答えた校長。保護者の「要望」を大事にするならば、授業観察は続けるべきだったのに。

校長は、根津の授業は、「食品の負の部分に焦点を当てた授業」だとも証言した。被告代理人はそのダメ押しをするかのように本人尋問で、授業でポストハーベストに触れたことについて、「悪いことをやっていいんですか」と聞いた。聞かれた私はびっくり。「悪いこと」とは、「権力に都合の悪いこと」を指すようだった。校長や都教委の人たちには、企業や国がしたマイナスのこと、隠したいことについて授業で取り上げるのは即、学習指導要領逸脱となるのだろう。

▼石川教育長に対する尋問では、教育長は根津を意識したのは「０１年２月下旬から3月上旬」と平然と嘘を言った。私が石川中で99年2月に行った、オウム信者で地下鉄サリン事件実行犯の証言記事を用いた授業に対し訓告処分を受けたその作業の過程で、石川氏は都教委の出先機関である多摩教育事務所長であったのだから私を知らないはずがない。それを裁判所に提出した「履歴」にも書かず、ことさら隠そうとした上で、この証言。01年3月7日に吉田さんに教育長が言ったことが氏の正直な気持ちであること、吉田さんのメモが信頼の置けるものであることを証明する結果となった。

　教育長は、「（根津が）慰安婦の問題をかなり継続的にやっていたと聞いていた」ということで、事実を調べもせず、待ってましたとばかりに「授業観察を複数回行うよう（指導室に）指示した」。教育長が、授業観察の指示を出すなどという話はこれまで聞いたこともない。通常これは、指導室が判断する仕事である。 

　その授業観察を自ら指導室に指示した教育長が、尋問では02年6月の緊急保護者会のことも、同年7月の旧2年Ｃ組保護者の質問要望も、何も「知らない」と言う。「知らない」ままに、しかし、「指導力不足等教員申請を通常申請の１２月まではとても待てないというのが率直な私の思い」で、9月27日に緊急申請を行ったのだそうだ。緊急申請は、一時も生徒の前に立たせられない、通常申請まで待ったら生徒に被害が及ぶ場合と限定的なものと規定されている。それなのに、矛盾したことに根津について「通所コース（「1週間の何日かを通所して、1ヶ月、あるいは数ヶ月」）を考えた」と言う。緊急申請で「通所コース」を想定はしないはず。「1年間の研修センターでの研修」以外に方策はないはずだ。（注:太字は法廷での証言）
辻褄の合わないこれらの証言は、市教委・都教委が私を「現場から外す」機会をうかがい、それを目的意識的に行ってきたことを如実に示す。

　攻撃の途中から、あるいは人事委員会審理･裁判になってから、被告は、「問題は、従軍慰安婦を取り上げたことではなく、それによって履修すべきところが履修できなかったこと」と主張をすり替えてきた。しかし、保護者や生徒たちにはその変更は未だに伝えられていない。「従軍慰安婦は家庭科ではない。学習指導要領逸脱」のままである。教育理念など微塵も感じさせない校長と教育長の証言を聞きながら、私は保護者の「苦情」や「要望」は彼らの保身や出世に利用されただけであることを、さらに確認せざるを得なかった。大分県教委の例の人たちと同じに。

　　　　　　　　　　◇◇◇　　◇◇◇　　◇◇◇　　◇◇◇　　◇◇◇　

判決言い渡し

　「原告の請求をいずれも棄却する。訴訟費用は原告の負担とする」だけの主文を読みあげて、民事11部裁判官は引っ込んでしまった。

　　

都教委の代理人がごとき裁判所の判断

▼「協議会への出席を求める職務命令に違反した」のは、「それ自体重大な違反であるし、原告の授業については、生徒、保護者から従軍慰安婦等の問題ばかりを前面に押し出すような授業等についての苦情が出され、平成13年7月に実施された市教委の授業観察でも改善すべき事項が複数指摘されていたことからすれば、その改善指導のための協議会には自ら進んで出席すべきであった。しかるに、原告はまったくこれら改善指導を受け入れようとする姿勢を見せず、本件協議会への出席を拒み、･･･。その違反態様は教員としての自覚を欠くといわざるを得ない」と言う。

←従軍慰安婦の授業は、1,5～2時間行っただけ。「従軍慰安婦等の問題ばかりを前面に押し出すような授業」と言う裁判官の判断を、従軍慰安婦にされた人たちや、国連人権委員会、昨年決議をあげた米国議会下院や欧州議会はどう聞くであろうか？「学校教育で取り上げよ」とは、日本に対する国際社会の要求である。

▼「原告には教育指導上の問題があったと言わざるを得ない」から、「校長が原告に対し授業改善を目的とする本件協議会への出席を促し、これを拒んだ原告に対し本件職務命令を発したことは、学習指導要領に基づく適切な教育を実施する上で必要かつ合理的な措置であ」った。

　協議会への出席を求める「職務命令は指導力不足等教員申請のためにされたのではなく、･･･原告の指導力向上等を図るべくされたものであって、原告を現場から排除するためにしたものではない」。

　「原告は、①本件減給処分の前提となる本件職務命令は、本来必要性のない本件協議会への出席を強制したものであり、また、原告が指導力不足等教員として認定されなかった以上、全く必要性及び有用性を持たず、失当であった･･･③本件減給処分は、原告に対し、指導力不足等教員認定に代わる制裁として行ったもの･･･と主張する。しかしながら、校長が職務命令を発したのは、原告の授業改善を図るためであり、原告を指導力不足等教員として申請するためであったとはいい難い。また、都教委が原告を指導力不足等教員に認定しなかった理由は、原告に様々な教育指導上の課題があることを認めた上で、当該課題が原告の教員としての資質･能力の欠如に起因すると判断できる資料がないと言うものであって、原告の授業改善が不要であるとするものではないから、本件職務命令の必要性や有用性がないとまではいえない」と続く。

▼「根津さんを現場から外すことがたまに引き受けた大きな目的であり、今そのチャンスを狙っている」という趣旨の話を石川教育長が吉田市議にしたことについて、「石川教育長が、していないと述べていること、･･･教育長が吉田市議に対してする理由が見出し難い上に、吉田市議において、これを指摘し、とがめる等の行動をとった形跡は見当たらないことからすると」この発言を「教育長自身がしたと認めることはできない」。裁判所の推測、思い込みだけでの判断である。

こんな判決を私は認めません！！

　　　　　　　　◇◇◇　　◇◇◇　　◇◇◇　　◇◇◇　　◇◇◇　

　多摩中を転出した後、京王線に乗って「聖蹟桜ヶ丘」の駅が近づき、そのアナウンスを聞くと、胸が痛くなりました。処分後の1年間多摩中にいる間は緊張が続き、トラウマになる余裕さえなかったのでした。03、04年頃は、夜遅くあまりに疲れて都心から帰る時には、安くて早い京王線をやめ、高くて時間のかかる中央線を使うこともしばしばでした。

　しかし一方、この攻撃の中で私は、自問自答しなければ前に進めない毎日で、しっかり自分自身と向き合うことになりました。消えてしまいたい。退職してしまえば楽になれる。ふっと、そんな思いがよぎりましたが、その選択をし、誇りを捨ててこの先50年を生きていくことはできそうにない。とすれば、きっちり主張し、闘っていくしかない。これが、生徒たちを使っての攻撃が激しかった01年夏、私の頭にあったことでした。攻撃によって私は随分鍛えられました（その意味では、「都教委よ、ありがとう」です）。教え子たちからもらった励ましのメール等がどんなにか私を勇気づけてくれたことでしょう。多摩中の生徒や保護者の中にも、私を信頼し、励ましてくれる人もいました。私の仕事を直接知っているこうした人たちの励ましがなかったら、挫折していたのははっきりしています。

　また、01年4月の事情聴取の時点で、周りの人たちにＳＯＳを発した時以降1年にわたり、本当に大勢の方が市教委や都教委にかけつけ、行動をしてくださったことが、私の指導力不足等教員認定をストップさせました。大勢の人たちの行動がなかったら、私は簡単に指導力不足等教員にされ、その2年後には免職にされていたはずです。　

　これまでの皆さんのご支援に、改めて「本当にありがとうございました」。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　根津公子
　

　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　　　　　　　　『希望は生徒』CD版を広めてください。

　　　　　　　　　　　《都教委に感謝！？》　
昨年末に㈱影書房より刊行された『希望は生徒』の音訳版CDが、同じく㈱影書房より発売されました。音訳図書、というのは主に、視覚障害を持つ方々に提供されている図書で、市販の本を“音訳ボランティア”が読み上げ、収録した【耳から聴く本】のことです。

視覚障害者だけではなく、四肢障害で本のページがめくりづらい人、高齢化により細かい字を読むのがつらい人等々、広義で“情報獲得障害”の方々にもお勧めの新しい媒体です。

常に自分の心に嘘をつかないで生きることを貫いてきた根津公子さんのこの本を、より多くの方々に読んでもらいたいと思い、今年、出版元からの販売をお願いしました。

音訳を担当してくれたボランティアは元教師で、根津さんの熱い思いや悔しさ、刹那さ、辛さ、そして喜びを、自分のものとして充分に表現してくれました。私は、校正・編集で何回も目を通しましたが、毎回、胸が締め付けられる思いがしました。ぜひ、聴いていただきたいと思います。

また、このCDには、６月中旬に行った『根津公子独占インタビュー』が３０分に渡って巻末に収録されています。原本刊行時には“クビ”が濃厚とされていましたが、今春、停職の身分となった彼女が今を語った貴重なインタビューとなりました。その中で、「都教委に感謝しなくっちゃ！」という言葉が出てきます。クビにしなかったから？　ではありません。その理由は・・・・・。
根津公子の本音がほとばしる（！）必聴のCD版です。　　　　　　　　　　　　　　　　（舛田　妙子）
（注）一枚のCDに圧縮して収録していますので、ｍｐ３対応デッキ、パソコンなどでお楽しみください。パソコンからICレコーダーやⅰpodへのコピーは可能です。（チラシ参照）

　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　会場は80人のホールに120人の方でいっぱいになりました。第3回総会は30分かかってしまいましたが、“みんなで話そう　これからを”という副題のもと、ディスカッション中心の集いになりました。

　ビデオﾌﾟレス作成の映像に映し出された3月31日処分発令の日、南大沢学園前の“「君が代」解雇を止めた”人々と根津さんの姿は、新たな感動を呼び起しました。
　南大沢学園同僚の方の処分発令に立ち会ったときの喜びや、また、運動をやってきたこの間のいろいろな反省や、若い参加者の労働環境のひどさを訴える声などなど…ディスカッションでは、いろいろな声が上がりました。これからの運動に反映させていきたいと考えています。　　　　　（事務局）　　　　　　　　　
　　一年を振り返って
１　河原井さんの全国行脚・根津さんの学校門前出勤

　・０７年３月の卒業式後　河原井さんに停職３ヶ月　根津さんに停職６ヶ月の処分発令。

　・河原井さんは、三重、大阪、京都、福島、仙台、北海道、石川、福岡などの地域への、無理をしな

　　い、しかし、ハードな行脚を精力的に展開。各地域で闘いながらも、東京都の突出した処分攻撃を

　　許せないとする人々との豊かなつながりを作り出しました。

　・根津さんは、停職１ヶ月の処分以来の行動ですが、立川２中、鶴川２中、そして、南大沢学園と3

　　校への学校門前「出勤」を開始。門前「出勤」をする中で、地域の方たちとのつながりが芽生え、

　　個人の意思で行動する人々との確かなつながりを作り上げてきました。

２　裁判の経過

　・０６年度事件（河原井さん停職１ヶ月・根津さん停職３ヶ月）と０７年事件（停職３ヶ月と停職６
　　ヶ月）の2件の裁判が優理法律事務所と東京共同法律事務所の弁護士のもと進められ、06年度事件
　　は6月25日（水）からは証人調べに入ります。

　・２件とも民事１９部に係属し、裁判長は中西茂氏。裁判長の中西さんは解雇裁判（不起立による再
　　雇用取り消し）で、都教委は裁量権を逸脱しているとしながらも、１０・２３通達も職務命令も合
　　憲と判断を下し、原告らの非違行為は１回だけでありと、何度も繰り返した非違行為には裁量権の
　　逸脱はありえないとも取れる判決を言い渡しています。

　・「君が代」不起立処分（１０・２３通達・職務命令）は、思想・良心の自由を保障する憲法１９条
　　違反であると、認めさせたいのですが、１９条に関する論点には手詰まり感があるともいわれてい　　

　　ます。旭川学テ最高裁判決をもとに、「国家の有する教育に関する権限はあくまで子どもの学習権
　　保障のためであって、国家自身の利益や何らかの国家的価値の実現のためのものではない。」など
　　から、「教師に対し一方的な一定の理論ないしは観念を生徒に教え込むことを強制するような点」
　　がないことという「教師の教育の自由の最低保障ライン」などを主張し、ここを大きな論点にしよ
　　うとしています。河原井さん、根津さんともに、教員だから、あるいは教育活動として起立はでき　　

　　ないと考えてきたことですから、この主張は一番主張したい点でもあります。
　　〔学問の自由（２３条）と教育を受ける権利と受けさせる義務（２６条）〕

　・根津さんの多摩中裁判は７月１６日（水）に地裁判決が出ます。

　・河原井さんの七生養護学校における裁判「ここから裁判」と04・05裁判（都障労組）傍聴もご支　

　　援を。

３　都庁前チラシ撒き

　・都庁前のチラシ撒きは、停職期間中は月に２度のペースで、停職が明けてからは月一度のペースで
　　行われました。人数の少ないときは７～８人というときもありましたが、多いときは３０人、平均
　　すると２０人前後で行われました。今年度も隔週木曜日（朝８：００～）に行っています。

　・チラシの内容は、足立区の学力テスト時の校長による不正事件や都庁の新東京銀行４００億追加融
　　資の問題など、そのときその時のことがらを取り上げ、「日の丸・君が代」問題に引き寄せて書い
　　ています。今回は三鷹高校の土肥校長による職員会議採決禁止に対する異議申し立てについて取り
　　上げています。心ある都庁職員へ事実を知らせることは、重要なことだと思われます。９月までの
　　都庁チラシ撒きにご協力ください。

４　都庁前ONE DAY　アクション
　・１０月５日から始まった、都庁前における１日行動は、チラシ撒き、要請行動、歌あり、リレート
　　ークありの、全国から駆けつけてくださった人たちとの交流の場となりました。都庁で働く人たち
　　や道行く人に訴えることができました。１２月２５日、３月１０日は、寒い冬日の半日行動でした
　　が、３００人近い人たちが集まって“「君が代」解雇をするな”の声を上げました。

５　都教委への要請行動

　　ONE　DAY　アクションのときには、たくさんの個人・団体が都教委に対して要請書を提出してく
　ださいました。しかし、都教委の対応は、対話とは程遠い、規則に決められたとおりの、マニュアル　

　化された発言しかしないものでした。 私たちは、都の教育のあり方を問題だとして、教育の課題と
　して話したいにもかかわらず、教育情報課は、「苦情や要請があればお聞きし、所管にまわし、回答　

　をもらってお答えする」ということで、紋切り型の回答が書面で送られてきました。尚、会としては
　3月28日の都教委定例会に向けて出した請願書を含め、10通にも上る要請書を提出しています。

６　意見広告の取り組み

　　全国からの意見広告基金への賛同を得て、朝日新聞（地域限定）と読売新聞に意見広告を掲載でき
　ました。最初に提案があったときには、どこまでやれるのか不安が大きくありましたが、全国からの
　反響の大きさに驚きもし、励まされもしました。ありがとうございました。

７　“職務命令を出すな”及び卒業式モーニングアクション、署名、抗議電話、抗議はがきの取
　　り組み、そして、都教育委員会委定例会の傍聴参加

　・3月の10日過ぎからは、卒業式前の“職務命令を出さないで！”と卒業式に向けてのモーニングア
　　クションにも、早朝にもかかわらずチラシ撒きを両校門前で行いました。卒業式には都教委職員が
　　10名以上校門内に立ち、職員からも都教委批判の声が上がったそうです。

　・署名や抗議電話、抗議はがきを毎日のように都教委へ送った方もいました。3月28日まで都教育委
　　員会定例会は、４回開催されましたが、その傍聴に欠かさず参加された方もいました。

８　教育庁人事部行動

　　都教委の処分決定事務担当部局は第２庁舎27階の人事部でした。根津さんが「OBJECTION　トレ
　ーナー問題」で事情聴取を受けたのも人事部でした。

　　事情聴取の行われた２月１日、職務命令違反で卒業式を待たずに「免職処分」が出されてしまうの
　ではないかと多くの人が心配しました。事情聴取時には聞いてもらえなかった質問を、根津さんが公　　

　開質問状として提出して以来、「回答しないことが回答です」という人事部のひどい対応に、人事部　

　行動は始まりました。処分を決定する「懲戒分限審査会」に公開質問状は届けられていないことなど　

　がわかり、事情聴取は終わっているとはいえないと、声を上げました。
　　そして、これが3月11日から始まった「処分するな人事部行動」につながりました。記者会見も
　行われ、マスコミも「君が代斉唱時不起立」に対して免職処分か？と取り上げてくれました。東京新
　聞は2月13日に「服のロゴでクビ?」を、毎日新聞は3月26日に“記者の目”で「個の良心認めぬ　

　社会　異様」そして、都庁内の都政新報など。そのほかにも石原都知事の新東京銀行問題も、追い風　

　になったなど、さまざまな状況があっての上でしょうが、都教委は「停職6ヶ月処分の次は免職」と
　いうルールを作ることができませんでした。闘いがあったからこそマスコミも動いたし、簡単にクビ
　にはできなかったのです。この行動への是非はいろいろな意見があると思われますが、来年の3月に
　向けて、どうするのがいいのか、議論をしていくべき内容を持っていると考えています。

９　さまざまな連帯行動

東京教組・・・９万５千筆余りの署名を集められ、さすが組織的な取り組みの大きさに驚かされました。
　　　　　　　解雇させない会では、1年かけて集めたのが2万9千余の署名でした。個人のつながり
　　　　　　　はうれしいものですが、組織のやれることは、偉大な力を発揮します。現職の教員の、
　　　　　　　勤務を持ちながらの活動は厳しいものですが、何とかつながってやれることを探してい
　　　　　　　きたいものです。

町田教組・・・根津さんを解雇させないための行動を活動方針に掲げ、地域集会の開催や、One Dayアクション等で要請行動をしました。３月２７日には、東京教組傘下の組合に呼びかけて、都庁前行動を行いました。

都教委包囲ネット・・毎夏、都教委を包囲する集会を開いて、組合に代わる力を集約し活動してこられました。3月の山場に向けて毎夕、チラシ撒きや集会を都庁前で開催されました。

虹のたね・・・・鶴川2中で根津さんが出会った「きのかの家」の方々の呼びかけで、教育について語り合う「虹のたね」が０８年１月に発足しました。発足するやその動きはすさまじく、２月には根津さんを知ってもらう公開授業を鶴川で、授業＋池田香代子さんとの対談を都心で企画運営されました。その集会に参加された方が朝日新聞“声”の欄に投稿され、よいタイミングで根津さんの人となりがマスコミに取り上げられました。

　　　　　　　　町田出身の今村都議に連絡を取り、都教委への働きかけを依頼したり、また、虹のた
　　　　　　　ねの働きかけによって保坂展人議員の国会質問も実現しました。

　　　　　　　　ONE　DAYアクションには子ども連れで参加してくださり、若い力を会に吹き込ん
　　　　　　　でくださいましたし、3月の卒業式や処分発令日には、傘に言葉を貼り付けて、お子さ
　　　　　　　んを連れて参加してくださり、暗い雨の日も明るくなりました。

近藤順一さん・・なぜ根津さん一人を処分するのかと、不起立をしても処分してこない市・都教委に異
　　　　　　　議申し立てをし、以後不起立を貫いている近藤さんは、南大沢学園に通って根津さんと
　　　　　　　交流を続けてこられました。4月からは、あきる野学園に通われ、処分執行を行う現場
　　　　　　　に立ちあうことの重要さを訴えられています。また、都教組、東京教組、都障労組、都
　　　　　　　障教組、の「日の丸・君が代」に対する方針に、次のような個人提案をしておられます。

　　　　　　　　　　　各労働組合の大会を前に、次のことを提案する。
１「日の丸・君が代」強制、処分は、すべての児童・生徒、教職員に関わる課題である。学校現場での具体的
　　な方針を、組合の各機関、支部、分会で論議すること。
２違法な「１０．２３通達」を撤回させ、違憲の「職務命令」に反対することを内外に示すこと。
　　都教委の強制システム、学校現場への分断攻撃を都民に明らかにする。
３労組はお互いに共同して取り組める内容について協議を開始すること。例えば、被処分者を経済的、精神的に相互扶助し、同時に運動を広げていく。“「日の丸・君が代」被処分者救援基金”（仮称）の設立など。
米山良江さん・・葛飾教組に所属しておられ、長い間「君が代」斉唱時に不起立をしているにもかかわ
　　　　　　　らず、職務命令が出ておらず、当然処分が出ていなかった方です。「不起立解雇」をな
　　　　　　　んとしても阻止したいと考え「同じ思いで同じ行動をしているのに、なぜ根津さんが免
　　　　　　　職なのか説明してほしい」と要請文を提出されました。その結果、07年度の卒業式の「君
　　　　　　　が代」不起立で処分が出され、決まっていた「非常勤教員の合格」も取り消されました。
越前谷龍満さん・南大沢学園で、胸にプラカードを提げ、朝登校してくる生徒たちに手を振って迎え、
　　　　　　　子どもたちと笑顔で語り合う関係をつくり、根津さんとの交流を続けてこられました。
　　　　　　　都教委人事部への行動にも毎日参加されていました。　　　　　　　　　　　　
中村めぐみさんや国分寺エクスペリエンスさんたち・・「君が代」解雇をさせない意見広告チャリティ
　　　　　　　ーコンサートを三多摩中心に開催され、多額のカンパを音楽を通して集められました。

海外から・・・都教育庁への抗議や日教組・東京教組へ激励のメッセージがアメリカやフランスから届
　　　　　　　けられました。
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　　総会で、前頁のように、2007年度会計報告をさせていただきました。
　沢山のご支援ありがとうございました。
昨年は沢山の裁判に取り組みました。「私を首にしないで！！」という必死の叫びを届けるためにワンデーアクションを始め、考えられるだけの行動で臨みました。連日に渡る２月３月の闘いは正直きつかった人もいたと思いますが、うれし涙の結果を得ることが出来ました。様々な学びを次の闘いに生かしていきたいと反省も含め考えています。
はっきり言って膨大な出費に会計はどきどきでした。でも、各地での皆さんの手による創造的な取り組みのおかげで沢山のカンパが寄せられました。お陰様で今年の闘いも安心して出来そうです。闘いは続きます。今年度も昨年に増すご支援をお願いいたします。
　２００８年度会費をよろしくお願いいたします
河原井さん根津さんらの「君が代」解雇をさせない会は、6月15日に総会を終え、3年目に入りました。２０００年頃から首をもたげ２００３年に正体を現した怪物は、学校教育そのものを破壊する勢いです。多くの良心的な人を踏みつけ傷つけました。到底許すことはできません。でも闘いの中で私達は多くのことを学び、出会いが生まれ、絆が育ってきています。社会全体でも「黙っていてはいけない・このままではいけない」と、様々な闘いが「平和的生存権」を掲げて繋がり始めています。解雇させない会の闘いも昨年度は「妥協しない・諦めない」行動が希望を生み出しました。今年度は、更に繋がりを生み出す闘いを皆さんと共に強めて行きたいと願っています。
そろって6ヶ月停職の河原井さん根津さんはそれぞれにとても元気です。４校の門前出勤に、都庁詣でに、全国行脚にと…。給料０、ボーナスもちろん無しのお二人にとっては交通費だけでも膨大な額になります。せめて裁判費用は解雇させない会としてしっかり支援したいと考えています。会費とカンパが闘いの糧です。どうか今年度もよろしくお願いいたします。
「懲戒免職は絶対にさせない。不当処分撤回！」で心一つに！！
　まだでしたら周りの方に一声を
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　　年会費は2000円です。　　　みなさま、カンパもよろしくお願いいたします。
＊今回振替用紙を同封させていただきますが、既に会費等払ってくださった方は失礼をお許し下さい。尚、今後は申し訳ないのですが郵便振込の方への領収書送付を省かせていただけたらと考えています。必要な方は通信欄にその旨お書き下さい。よろしくお願いいたします。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　於　文京区民センター

　　〈憲法寄席　の　報告　と　これから〉　　　　　　　　　　
　「憲法寄席」創作集団の高橋さんより、熱いお電話とお手紙で「是非、憲法寄席へ」というお誘いがありました。6・15のわれらの集会「みんなで話そう　これからを」にもみえて、さらに熱き呼び込みと紹介がありました。

　私は、もう全身全霊「憲法寄席の人」になっていました。当日、期待感いっぱいで「憲法寄席」にでかけました。

　　憲法寄席　　朗読劇　日の丸三部作　一挙上演
　HOWS（本郷文化フォーラム　ワーカーズ　スクール）講座のひとつとして憲法寄席を開催。　
　HOWSは青年・学生と労働者たちの共学の場として、位置付いているようです。世代を越えているのですね。「憲法寄席」の目的は、古今東西の表現手段を駆使し、老いも若きも楽しみながら、憲法を語り、学びあう場をつくろうとする創作集団だそうです。では、いよいよ日の丸三部作の幕開けです。
　
　　　　　　　　　　　　　これが三部作だあ！！この一年の活動の集大成です。
　　　朗読劇　「ひのまる電車」（恐～い話　その１）　　　　原作　さな　ともこ

　童話作家さなともこさんの寓話小説の劇化。「美しい国」行きの電車に偶然乗り合わせた女子学生と「美しい国」へと煽動されていく乗客たちの物語。周りの人たちに、強く、激しく
なんと言われても、絶対起とうとしないおばあちゃんと女子学生のやり取りがリアル。自分で考えて判断することをやめた乗客たちの行く先は何処へ。「美しい国」って「どんな国？」それはそれは「恐ろし～い国」

　　　朗読劇　「日の丸あげて」（恐～い話　その２）　　　原作　赤川　次郎

　ミステリー小説家第一人者の赤川次郎さんが「国旗・国家法」「盗聴法」の成立直後の発表された小説の劇化。「日の丸」の強要によって、地域社会の人間関係までもが歪んでいく姿をミステリー風に描いている。　　刃ものがなくても、人を殺せる事実。

　　　　　　　少数者側に身をおくことへの不安があふれる。

　団地の窓すべてに「日の丸がはためく」不気味さ、体が硬まる、まさに「茶色の朝」化である。

　　朗読劇　「かなしい日の丸」（恐～い話　その３）　　　脚本　大西　赤人
　「憲法寄席」の中心メンバーとして活躍している大西赤人さんが、このグループのために書き下ろした台本。鍋を囲んで始まる家族の団欒。世代を越えた「日の丸」が浮かびあがる。
　孫　　ほっぺに「日の丸」描いて、サッカーユニホーム着て、サッカー観戦に行こうとしている。

　母　　「日の丸・君が代」の強制に反対だけれど不起立できない。同僚の停職処分に苦しんでいる小
　　　　学校教員。

　父　　息子（孫）の姿を批判する。口先で格好いいことを言うが現実的には、いろいろとありそう。   
　　　　息子も負けずに反論する。

 祖父　 一見緘黙ふう。しかし突如、戦争体験を語りだす。じいちゃんの話に3人耳を傾ける。
　世代を越えての語り合い、まさに共学の場は、今、とっても必要なこと。鍋を囲んでの対話のなかで、「何かを感じ・気付き」変わろうとする兆しがみえる孫の姿に、多くの若ものたちの姿が重なる。世代を越えての取り組み、さらに続けようと決意する。
　　　上演後　アフタートーク

　本郷文化フォーラムワーカーズスクール事務局の広野省三さん（出版社『スペース伽耶』の代表）の司会で始まる。

　出席者は、「憲法寄席」呼びかけ人の高橋省二さん・美術家・映画監督の大浦信行さん・さなともこさん・大西赤人さんの4人である。

　このアフタートークのなかで、私が一番心に残ったのは、さなさんが「おかしいと感じたことを見過ごさない」というひとことだった。

　「憲法寄席」三部作のどれにも共通している「おかしい」ことを、見過ごさない。何かできることで抵抗する。そして、決してあきらめないことで現実を少しでも変えることができるのではないかと痛感した。「茶色の朝」を迎えないために。
　　アフタートーク出席者の紹介

高橋省二：1970年から芳地隆介の戯曲上演を中心とした労働者演劇集団に俳優として参加。80年代半
　　　　　ばから昨年春まで、演出家　木内稔を中心とした『グループ演劇工房』の「20世紀を演劇化
　　　　　する試み」の舞台に出演。昨年7月より、「憲法寄席」創作集団を立ち上げて新たな活動を
　　　　　開始。その一方、講談師・神田香織に弟子入りして講談を修行中。
大浦信行：19歳より絵画制作、24歳の頃より映像制作を始める。1976年より86年までニューヨークに
　　　　　滞在。1986年帰国後、彫刻制作を開始。昭和天皇を主題とした版画シリーズ『遠近を抱えて』
　　　　　14点が富山県立近代美術館によって売却、図録470冊が焼却処分とされる、いわゆる「大浦・
　　　　　天皇コラージュ事件」が起きた。1994年、これを不服として裁判を起こすも、一審・二審を
　　　　　経て、2000年12月最高裁で棄却とされ、全面敗訴。この天皇作品問題を通じ、日本におけ
　　　　　る「表現の自由」、天皇制とタブー、検閲について、社会、美術、言論界に問題を提起した。
　　　　　　監督作品「遠近を抱えて」、「日本心中　針生一郎・日本丸ごと抱え込んでしまった男」

さなともこ：主婦業の傍ら作品を書き、雑誌などに投稿。「ポーラをさがして」97年では、講談社児童
　　　　　　文学新人賞、新美南吉児童文学賞受賞。昨年春、安倍政権を鋭く風刺する寓話『ひのまる
　　　　　　電車「美しい国」行きの電車に乗って…』をネット上で公開。
大西赤人：中学2年の時に、ショートショート「計画」を発表。1971年埼玉県立浦和高校を受験するが、
　　　　　身体障害を理由に不合格とされ、大きな社会問題となった。同年第一創作集「善人は若死に
　　　　　する」を刊行。他に「血液型の迷路」「引き継がれた殺人」「悪意の不在」がある。
　　　ひとこと感想
　「憲法寄席」三部作。特に「ひのまる電車」と「日の丸あげて」は、あまりにも現実そのもので笑うことができなかった。会場からの発言でも「寄席というからには、もう少し笑いを」と出ていたが、全身が硬くなり「ゾッー」とした。しかし、朗読劇は「お話」と違う迫り方があり、体の芯に「ドーン」と届いた。アートトークが時間の関係で深められなかった分、交流会で老若男女、世代を越えてじっくり話せて楽しかった。秋葉原事件・ワーキングプアー・「日の丸・君が代」のことなど話題は尽きなかった。
―これからのひとつとして―

・老若男女が、ひとつの題材・テーマで語り合う、学びあう場として「憲法寄席」は期待できるかもし
　れません。
・「講演会」とはまた違った迫力で相方の心に届くものが確かにありそうです。

・世代を越えての共学の場として、意義深いものがあります。

　北京オリンピックが近付いてきています。スポーツ界の勇士から「日の丸を背負い日本人として羞じないように・・・」とか「命を懸けて・・・」とか「必ず金メダルを勝ち取ってきます」といった、まるで出征する兵士のような言葉が次々とメディアから流されています。

　スポーツと「日の丸・君が代」は何も考えずに何も考えさせないで、あたりまえのこととして煽動しています。巧みな国策です。
　　　　　　　　「憲法寄席」で　是非、語り合い、学びあって、
　　　　　　　　　　　　「これから」を創っていきませんか。　　　　　河原井純子
 コラム欄　　　　　　　　朝日新聞７月２５日朝刊から
　「教員採用合否　都も事前通知　都議や国会議員に」東京都教育委員会は２４日、部課長級職員６人が０６～０７年度、教員採用試験の受験者約５５人の合否を発表の約１時間前に都議や国会議員に知らせていた、と発表した。合否判定への働きかけなど不正はなかったとしている。
　都教委は、管理職ら１３０人を調査。昇任選考でも、部課長級職員２人が都議の依頼で８人ほどの選考結果を事前に知らせていた。都教委は「不適切だった。今後は事前通知はしない」という。
　
　大分県だけではないはずだ、と思っていたが、案の定、都議や、国会議員からの口利きが2年間に55人もいた。
縁故や金で入れてもらった人が、「君が代」不起立者のように、校長や教育委員会にもの申すことは決してないだろう。あちらにとっては、使い勝手のいい「人材」であるはず。かつて教職員組合が強かった頃は、組合対策でもあったはず。・・・とすれば、多くの教育委員会が、大分県教委と同じことをしたはずだ。事前通知だけか？（ｍ）
　　　　　　　―7・25朝日「声」欄―　「痴漢の副校長　処分軽減とは」　高校教員
　電車で痴漢をして昨年１月に懲戒免職処分となった都立高校の副校長が、今春の都人事委員会の採決で停職６ヶ月と処分を軽減された。そして、先月から教員として復職したという。君が代斉唱時に不起立だった教師と痴漢の管理職が同じ処分でいいのだろうか。
　・・・不祥事に対する最近の都教委による紋切り型の処分は非情と思う反面、首尾一貫してきた。
　しかし、今回の副校長は都教委の処分に不服を申し立て、何と軽減された。理由は、痴漢が悪質とは言えないのだとか。開いた口がふさがらない。日ごろから教師に服務規程の徹底を求める立場の管理職がこんな甘い処分でいいのだろうか。人事委員会などとの癒着があったと思われても仕方ないと思う。　
　身内だけで処分を決めたり、改めたりしないで、外部委員を入れるなど透明性を保った懲罰の仕組みが必要だと思う。


　　　　河原井さん、根津さんらとともに何が問題かを考えあう場を、
　　　　　　　　　もっと子どもたちに!!　地域に!!
　

「君が代」解雇をさせない会の活動にかかわるようになって2年目の今年は、子どもたちや若い保護者の方々を対象に、「日の丸・君が代の強制の何が問題？」という「そもそも」のところから考えあう機会をつくりたい、とワークショップを企画中です。
企画のきっかけは、4月に学生時代の友人から聞いた話でした。友人の長男の卒園式でのこと。園長サンが子どもたちに向かって、「みなさん、一生懸命勉強して、りっぱな国民になってください」と言ったとか。友人は「りっぱなコクミン？　ぶふふっ」と笑ったところ、普段はきわめてボンヨーな風であった園長サンから「笑いごとじゃない！」と怒られたとか。
友人は、「なんか園長先生、卒園式の直前に気合入れて勉強したみたいなんだよねー」、友人のつれあいも、「ぼくも、君が代でご起立させられちゃったよ～」と私に報告するこの二人を見て、実は、結構基本的な前提から話をしなければいけなかったのか、と考えさせられたのです。
――仲間を増やすには、まだまだ長くきびしい道のりが必要のようです。――
　まずは、ワークショップの参加者をどう集めるか、が大難関。みなさまの口コミ力に期待しております。ご協力のほどをよろしくお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（吉田）
　　　　　　　　　　　　　　＊　　　＊　　　＊
　第1回　実験して 感じて 自分の頭で考えよう！「歯みがき実験と日の丸・君が代」のご案内
◆と　き：2008年8月2日（土）13時30分～16時　　◆場　所：あんさんぶる荻窪 第二会議室
　　　　　◆お話してくれる人：根津 公子さん （都立あきる野養護学園・教諭）
◆対　象：小学校中学年～大人　　　　◆資料代：400円
　　　　　※席に限りがありますので、なるべく下記までご予約ください。
　　　　　◇ 主　催：「実験して 感じて 自分の頭で考えよう！」実行委員会
　　　　　　　TEL：03-5907-6755　FAX：03-5907-6756　（吉田）
　　　　　◇ 協　力：河原井さん根津さんらの「君が代」解雇をさせない会　

　裁　判　予　定
8月27日（水）１０：３０　06年処分証人尋問　６０６号法廷
　　　　　午前：立川二中校長と持田多摩教育事務所長(当時)･現武蔵村山市教委教育長 
　　　　 午後　：根津さん、河原井さんの卒業生、保護者

8月28日（木）１０：３０　０５年河原井さんを含む都障労組組合員３人の処分　５０６号法廷
9月 3日（水）１３：３０　七尾養護学校「こころとからだの学習裁判」判決　　１０３号法廷
9月4日（木）１０：３０　07年処分　　書面のやり取りです。　　　　　　　 ５２８号法廷
　　　　　　　　 １３：１０　河原井さんを含む被処分者の会裁判　書面のやり取り１０３号法廷
 9月11日（木）１６：３０　05年根津さんを含む東京教組組合員10人の処分　　５２８号法廷
�


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





　08年7月1６日　東京地裁民事第11部　白石哲裁判長





・「主文原告の請求をいずれも棄却する。訴訟費用は原告の負担とする」





・攻撃によって私は随分鍛えられました。私の仕事を直接知っている人たちの励ましがなかったら、挫折していたのは、はっきりしています。


これまでの皆さんのご支援、本当にありがとうございました。














�


　　　　　　「君が代」解雇は止めた！みんなで話そう　これからを








2008年度　会員になって


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いただけませんか





�





“日の丸をめぐる三つの情景”





　　　　　　なんと今度は「分限免職」で「君が代」解雇を企むか？！


7月15日、東京都教育委員会は、「分限事由に該当する可能性がある教職員に関する対応指針」なるものを発しました。


「職務命令に違反する、職務命令を拒否する、独善的に業務を遂行するなどにより、公務の円滑な運営に支障を生じさせる」「過去に非違行為を行い、懲戒処分を受けたにもかかわらず、再び非違行為を行い、都及び教職員に対する信用を著しく失墜させている」など21項目を例に上げ、これらの行為は「分限事由（処分）に該当する可能性」があるとし、「降格し、または免職することができ」るとしています。


「分限処分を行う場合」の項には、「指導や研修を行ってもなお当該教員の簡単に矯正することのできない持続性を有する素質、能力、性格等に基因してその職務の円滑な遂行に支障があり、又は支障を生じる高度の蓋然性が認められる場合」とあります。


上の二つの例は一見常識的な内容に見えるかもしれません。しかしよく読めば、この「指針」は、繰り返し処分を受けようとも良心や教育者としての信念を曲げずに、「君が代」強制への抵抗を続ける教員、特に河原井純子さん根津公子さんを「分限免職」（解雇）に陥れるためのもの、と捉えることができます。そのためにこそ用意したと見るべきでしょう。


さらに「指針」では、「分限処分」について、「公務の能率的運営を確保するために行われるもの」、「公務能率を疎外している要因を取り除くところに主眼がある」と説明しています。しかし、ここでもことばの裏を読む必要があります。「君が代」斉唱時に起立をしない教員は子どもたちに考えるきっかけを与えるという点から、考えずに指示に従う子どもをつくろうとする都教委にとっては「公務能率を疎外している要因」となります。


都教委は、７月２２日に強行した再発防止研修においても、この「対応指針」を読み上げたそうです。来春に向けて10・23通達とともに、「対応指針」の撤回を都教委に迫っていきましょう。


　　　都教委は来年3月に向けて着々と準備しています。
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		　　解雇させない会  '０７年度決算報告＆’０８年度予算案　　　　　 ネンドケッサンホウコクネンドヨサンアン

		'07年度＝'07/6/1～'08/5/31　　　                '08年度＝'08/6/1～'09/5/31  ネンドネンド

		　収入の部 シュウニュウブ		金額 キンガク

		摘要 テキヨウ		２００７年度 決算 ネンドケッサン		2007年度 予算 ネンドヨサン		２００８年度予算 ネンドヨサン

		前年度より繰越金 ゼンネンドクリコシキン		1,546,126		1,546,126		2,373,374

		総会会場カンパ＋α＋資料代 ソウカイカイジョウシリョウダイ		145,019				100,000

		年会費２０００×60１    （400） 　        *1 ネンカイヒ		1,202,000		800,000		1,400,000

		年会員 及び多くの方からの個人カンパ ネンカイインオヨオオカタコジン		1,905,994		1,550,000		2,000,000

		全国行脚・各地での集会等 　    　      *2  カクチシュウカイ		1,135,964		300,000

		ワンデーアクションカンパ		135,290				0

		意見広告活動基金からの預かり金     *3 イケンコウコクカツドウキキンアズキン		527,484				0

		多摩教組より多摩中事件経費補填06年度分 ネンドブン		240,000				300,000

		雑収入(利子他）		1,718		1,000		2,000

		支える会からの繰越金 クリコシキン		34,746				0

		　　　　　　　　　　計 ケイ		6,874,341		4,197,126		6,175,374

		*1 登録会員はお陰様で740を超え大幅増ですが今年度の会費納入は６０１人でした。 トウロクカイインカゲサマコオオハバゾウコンネンドカイヒノウニュウニン

		*2 河原井＆根津さんをはじめ各地での様々な取り組みにより大幅増となりました。 カワライネヅカクチサマザマトクオオハバゾウ

		　　　次年度にも裁判は続きます。その費用はカンパにかかっています。よろしくお願いします。 ジネンドサイバンツヅヒヨウネガ

		*3 お礼と報告・ニュースの発送と事務作業費等約25万円が含まれています。

		*その他ビラ等の印刷では教組にお世話になりました。 タトウインサツキョウソセワ

		　支出の部 ササデブ		金額 キンガク

		摘要 テキヨウ		２００7年度 決算 ネンドケッサン		2007年度 予算 ネンドヨサン		２００８年度予算 ネンドヨサン

		会議・会場費 カイギカイジョウヒ		37,300		40,000		40,000

		通信発行7回                    　　　　　   *1 ツウシンハッコウカイ		676,099		500,000		800,000

		郵便振替手数料 ユウビンフリカエテスウリョウ		49,140		17,000		50,000

		文具・事務費                      　　　　　 *2 ブングジムヒ		200,072		40,000		100,000

		弁護士費用 ベンゴシヒヨウ		2,730,000		2,700,000		2,750,000

		裁判関係事務費                 　　　　　  *3 サイバンカンケイジムヒ		646,475		150,000		800,000

		予備費(裁判関係＋賛同金等+次年度費用）　 ヨビヒサイバンカンケイサンドウキントウジネンドヒヨウ		161,881		750,126		1,635,374

		ワンデーアクション費用　　　　　　　　　　*4

		　　　　　　計 ケイ		4,500,967		4,197,126		6,175,374

		　　　　　　残 ザン		2,373,374		0		0

		*1 ニュースは８回１６号まで発行しましたが支払いが済んでいないので７回分計上しました。 カイゴウハッコウシハラスカイブンケイジョウ

		　　　　通信発行費用はメール代＋封筒代＋用紙代＋シール代等です。 ツウシンハッコウヒヨウダイフウトウダイヨウシダイダイトウ

		*2 ハンドマイク購入費としてカンパされました。ビラは活動が増え、量も回数も増大しました。 コウニュウヒカツドウフリョウカイスウゾウダイ

		*3 証人陳述書の追加や新しい裁判のための費用等で大幅に超過しました。予備費から支出。 ショウニンチンジュツショツイカアタラサイバンヒヨウオオハバチョウカヨビヒシシュツ

		*4 ワンデーアクションにかかった費用はTシャツ基金から出しました。 ヒヨウキキンダ

		　　　従ってここに計上されてはいませんが10万円を超えています。 シタガケイジョウマンエンコ

		以上の通り報告いたします。　　　　　　　　　　　　会計　　       斎藤義子 イジョウトオホウコクカイケイサイトウヨシコ

		上記の通り相違ないことを認めます。　　　会計監査　　 金子恵子 ジョウキトオソウイミトカイケイカンサカネコケイコ
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